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研究活動報告

アジア研究学会 2016年京都大会

2016年6月24日から27日にかけて，京都・同志社大学にてアジア研究学会（AAS-in-ASIA 2016

Kyoto）が開催された．AASとはAssociationforAsianStudiesの略である．ホームページによる

と，AASはアジアの国・地域を対象とした人文・社会科学系の非営利学術団体で，全世界に1万以

上の会員をもつという．AASのアジア大会（AAS-in-ASIA）は，毎年北米地域で開催されるAAS

年次大会のスピンオフといった位置づけで，アジアからの参加者の増加を受けて始まった新しい試み

とのことである．AAS-in-ASIAは，2014年より“AsiainMotion”というテーマの下に開催されて

おり（2014年：シンガポール，2015年：台北），今回の京都大会はその3年目にあたる．筆者は知り

合いからの参加依頼を通じてはじめてAASのことを知り，今回参加することとなった．

対象とする学問領域が広いこともあり，プログラムをみると，サブカルチャーや文学，芸術，歴史，

心理学やイデオロギーなど，普段なじみのないテーマのセッションも多かった．そのため，実際に自

分の研究に直接に関連のあるセッションの数は限られているように思われた．しかし，家族研究は

AASの中でも中心的な一角を占めているようであり，国内外から多くの家族・人口研究者が参加し

ていた．筆者は，MarriageStrategiesinEastAsiaというパネル（組織者：D.Davisイェール大

学教授）で，“ProjectionofMarriageMarketsinEastAsia”（A.Esteve,J.Garcia-Roman,

R.Kashyap,Y-HA.Cheng,N.Wanliとの共同研究）というタイトルの口頭報告を行った．ふた

を開けてみれば，このパネルの報告者は全員人口学者か計量社会学者で，共通の知り合いも多く，す

ぐに打ち解けることができた．また，今大会にはハーバード大学のMaryBrinton教授，デューク

大学のAnneAllison教授をはじめとする日本社会研究の著名研究者や，シンガポール国立大学のア

ジア人口研究センター所長のWei-JunJeanYeung教授，ジェンダー・労働経済学をご専門とされ

ている大沢真知子教授（日本女子大学）や永瀬伸子教授（お茶の水女子大学）など，人口や家族に関

心をもつ様々な分野の研究者が参加されていた．ただ，これらの研究者の報告セッションと我々のセッ

ションが同じ時間帯に行われたため，お互いに近い研究関心を持ちながらも，両者がセッションを通

じて意見を交わす機会をもてなかったことは残念であった．しかしながら，普段接するのとは異なる

研究者との交流は刺激的でもあり，新たなネットワークや気づきを得るうえで有用であった．AAS-

in-ASIAの次回開催は韓国・ソウルで2017年6月24-27日とのことである． （福田節也 記）

第38回国際生活時間研究学会 ソウル国立大学

2016年7月19日から22日にかけて，韓国・ソウルのソウル国立大学にて，第38回国際生活時間研究

学会（The38thIATUR（InternationalAssociationforTimeUseResearch）Conference）が開

催された．同学会は，生活時間調査の研究，分析手法，データ収集方法等について研究者および実務

者間で意見交換を行うことを目的として設立された国際的な学術団体である．今大会はその38回目と

なる年次大会であり，「生活時間研究における新たな挑戦：ウェルビーイングと社会政策（New

ChallengesinTimeUse:WellbeingandSocialPolicy）」とのテーマに基づき，家計の行動や社会

政策に関わる様々な研究報告と議論が行われた．また，会の前日には，生活時間調査を用いた応用的
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